第２学年　道徳科学習指導案
令和元年１２月５日(木)３校時
名護市立名護小学校
２年３組　　２９名
授業者　　大嶺　結子
【第２学年　年間指導計画Ｐ２２　１月計画】
１　主題名「はたらくよろこび」　内容項目Ｃ[勤労，公共の精神]
２　教材名「きれいになった　ずこうしつ」　出典（『小学どうとく　ゆたかなこころ２年』光文書院）

３　主題設定の理由（指導観）
　(1) 価値観
　　　本主題は、内容項目Ｃ[勤労，公共の精神]の低学年「働くことのよさを知り，みんなのために働くこと。」をもとに設定したものである。生きていくには、自分の仕事に誇りと喜びを見いだし、生きがいをもって仕事を行えるようにすることが大切である。働くことは、単に自分の生活の維持向上を目的とするのではなく、一人一人が働くことの良さや大切さを知ることにより、みんなのために働こうとする意欲をもち、社会に対する奉仕や公共の役に立つ喜びをも味わうことができる。
　　　この段階の児童は、様々なことに興味をもって活動し、みんなのために働くことを楽しく感じている児童が多い。自分達が行った仕事がみんなの役に立つことの嬉しさ、やりがい、それを通した自分の成長などを感じられるようにすることが大切である。学級生活の中での仕事（当番活動、係活動等）や家庭、地域社会での仕事等、みんなのために役立とうとする意欲や態度に結びつけていく指導が求められる。
　(2) 児童観
　　　本学級の児童は、学級での仕事（当番活動、係活動）や家での仕事に積極的に取り組んでいる。朝のボランティア活動では、自分が取り組む掃除場所や係の仕事を自分で選び、進んで働く姿が見られる。また、当番活動でも自分の役割に責任をもち、時間いっぱい自分の仕事に取り組む姿が多く見られる。中には、友達と相談して掃除の仕方を工夫することもある。
　　　しかし、まだ自己中心的な面も見られ、「これをしたい。」「あの仕事は面倒だ。」というような気持ちに流されてしまい、自分の役割を果たせないことも時々ある。また、「決められているからやる。」というような、受け身な感覚で仕事をすることもある。
　　　「仕事だから。」「やらないといけないから。」ではなく、自分の仕事が誰かの役に立っていることを理解し、その充実感から、みんなのために自ら進んで働こうとする態度を育てたい。
　(3) 教材観
　　　図画工作の授業の後、図工室の床にはたくさんのごみが落ちている。クラスのみんなは気づかずにおしゃべりをしている中、一人の女の子が進んで掃除を始める。周りのみんなもそれに気づき、掃除を始める。きれいになった図工室を見て、クラスのみんなも先生も笑顔になるお話である。
　　　本資料は、誰かに指摘されるわけでもなく、子ども達が自分達で気づいて進んで掃除をする姿が描かれている。進んで働く子ども達の気持ちを考えることを通して、誰かのことを思い行動（仕事を）することは、その相手だけでなく自分も嬉しくなったり、やりがいを感じたりすることに気づかせたい。

４　本時の指導
　(1) ねらい
　　　掃除をしている子ども達の思いを考えることを通して、誰かの役に立つ充実感を理解し、進んで働こうとする態度を育てる。
　(2) 授業の工夫
　　　ペアで自分の考えを話す機会を入れ、発表以外にも自分の思いを表現する場を設定する。そして、友達の多様な感じ方、考え方にも触れられるようにする。
　(3) 展開
	段階
	学習活動
	〇主な発問
（◎中心発問）
	予想される児童の発言や心の動き
	・指導上の留意点
◆評価

	導入
5分
	１．これまでの経験を思い出す。

	〇あなたは、普段の掃除をどんな気持ちでしていますか。
	・きれいにしよう。
・やらなくちゃ。
・めんどうだな。
	・ねらいとする価値への方向付けをする。
・掃除時間の様子（映像）を見せ、日頃の自分を振り返らせる。

	展開
	前段
20分
	２．資料「きれいになったずこうしつ」を読み、話し合う。
	〇おしゃべりをしている子ども達は、どんなことを考えているのだろう。


◎北村さんやみんなは、どんなことを思いながら掃除をしているのだろう。


〇きれいになった図工室を見ながら、みんなはどんな気持ちだろう。

	・楽しいな。面白いな。
・片づけはあとでいいかな。


・自分達が使った所はきれいにしなくちゃ。
・次の人が使うよね。
・みんなでやると、あっという間にきれいになる。

・きれいになると、気持ちいいね。
・次の人が使いやすいだろうな。
・気持ちがすっきりする。
	・自分のやりたいことを優先してしまう弱さに目を向けさせる。（人間理解、他者理解）

◆進んで掃除をする子ども達の思いを考えることで、人のために働くよさについて考えさせる。（価値理解、他者理解）

・働く充実感や誰かの役に立つ喜びに気づかせる。（価値理解、他者理解）


	
	後段
15分
	３．価値に関わるこれまでの自分を振り返る。
	〇今日学んだことと、これまでの自分の掃除の時を思い出して、あなたが気づいたことは何ですか。
	・次の人のために、元の場所に道具をかたづけた。
・一生懸命掃除をした後は、気持ちがすっきり。
・面倒くさいと思ってやっていたから、次は頑張りたいな。
	・進んで働くことの良さと、これまでの自分の掃除の様子を重ね合わせ、価値についての考えを深めることができるようにする。（自己理解）

	終末
5分
	４．本時のまとめをする。
	
	
	・教師の説話


(4) 評価
　　　登場人物（子ども達）の気持ちを通して、みんなのために働くことの良さについて考えることができたか。（ノート記述、発言）
　(5) 板書計画12／5(金)きれいになったずこうしつ


ふだんのそうじ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎの人がつかうから　　　　　　　　　　　　　　　・つぎの人のために、道ぐを
・きれいにしよう　　　　　　　　　　　　　ちがうクラスがつかう　　　　　　　　　　　　　　　　かたづけた。
・きもちいいな　　　　　　　　　　　　　　みんながつかうから　　　　　　　　　　　　　　　　・一生けんめいそうじをした
・すっきり　　　　　　　　　　　　　　　　きれいになるといい気もち　　　　　　　　　　　　　　ら、気もちがすっきり。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎの人もいい気もち　　　　　　　　　　　　　　　・めんどうだと思ってやって
・早く終わらせよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いたから、つぎはがんばる。
・何も考えない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・しゃべりたい
・めんどうだな


　今日学んだことと、自分のそうじを思い出して、気づいたこと
　どんなことを思いながら
そうじをしているの？
かたづけはあとで。
楽しいな。
面白いな。
おしゃべりのことで、頭いっぱい






気もちいい
うれしい
すっきり


絵
絵
絵
絵
絵
絵
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